
『

ノ

右
の
事
情
は
広
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
都
お
よ
び
医
史
学

界
の
認
識
を
改
め
る
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
今
日
ま
で
初
代

玄
徹
の
墓
が
従
来
通
り
存
在
す
る
よ
う
誤
認
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
都
旧
跡
の
指
定
は
初
代
玄
徹
の
墓
石
の
桑
に
対
し
て
な
さ
れ
た

も
の
で
、
後
喬
の
も
の
は
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ

る
以
上
、
今
後
、
旧
跡
指
定
の
解
除
は
や
む
を
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

め
、
火
を
浴
び
て
割
裂
・
倒
壊
。
先
代
住
職
は
翌
二
十
九
年
に
没

し
、
同
年
現
住
職
就
任
し
て
本
堂
を
修
改
築
・
再
建
し
、
井
上
交
泰

院
家
の
墓
は
そ
の
と
き
改
め
て
現
状
の
位
置
に
ま
と
め
た
、
と
い

シ
〔
ノ
○

『
桑
韓
医
談
』
『
提
耳
談
』
『
当
壮
庵
家
方
口
解
』
な
ど
の
著
者
と

し
て
知
ら
れ
る
北
尾
春
圃
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
に
あ
ま
り

正
確
な
も
の
が
な
い
。
今
回
、
筆
者
は
、
岐
阜
県
養
老
町
室
原
村
の

福
源
寺
に
あ
る
北
尾
家
の
墓
域
を
調
査
し
、
春
圃
の
墓
碑
銘
よ
り
、

そ
の
生
没
年
月
日
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
他
の
若
干
の

資
料
と
共
に
報
告
す
る
。

北
尾
家
の
墓
域
は
、
か
つ
て
は
春
圃
三
昧
と
呼
ば
れ
た
別
の
位
置

に
独
立
し
て
あ
っ
た
が
、
大
正
年
間
の
区
画
整
理
の
際
に
福
源
寺
に

移
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
春
圃
を
は
じ
め
と
し
て
、
代
々
の
北
尾
家

の
人
々
の
墓
碑
が
並
ん
で
い
る
。

春
圃
の
墓
碑
は
そ
の
一
角
に
あ
り
、
そ
の
裏
面
に
は
次
の
よ
う
に

刻
ま
れ
て
い
る
。

君
諄
春
圃
字
育
仁
姓
北
尾
美
濃
不
破
人
北
尾
信
広
七
代
之

孫
父
日
玄
甫
母
鈴
木
氏
万
治
二
年
已
亥
十
二
月
五
日
生
子
室

北
尾
春
圃
伝
補
遺

安
井
広
迪
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原
村
玄
甫
能
医
君
継
其
業
壮
而
移
干
大
垣
号
当
壮
庵
医
術
大

行
名
聞
遠
近
戸
田
侯
歳
以
米
給
之
要
士
屋
氏
生
男
五
人
日

春
竹
日
春
倫
日
道
仙
日
春
達
日
春
泰
道
仙
先
卒
孫
男
三
人
寛

保
元
年
辛
酉
八
月
二
十
六
日
以
寿
終
年
八
十
三
歳
葬
干
室
原

村
故
田
之
間
孝
子
春
竹
謹
識

こ
れ
に
よ
り
、
北
尾
春
圃
は
一
六
五
九
年
十
二
月
五
日
に
生
ま

れ
、
一
七
四
一
年
八
月
二
十
六
日
に
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後

藤
艮
山
（
や
は
り
一
六
五
九
年
生
ま
れ
）
、
香
月
牛
山
、
岡
本
一
抱

な
ど
と
同
世
代
に
属
す
る
。

な
お
、
春
圃
の
次
男
春
倫
の
墓
碑
も
こ
の
墓
域
に
あ
る
が
、
彼
は

京
都
で
没
し
、
建
仁
寺
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
薮
内

家
第
五
代
竹
心
紹
智
の
四
天
王
と
し
て
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

は
じ
め
に

広
島
県
山
県
郡
は
、
西
中
国
山
地
の
典
型
的
な
過
疎
地
で
、
高
齢

者
率
二
○
％
を
越
え
る
地
域
で
あ
る
。
郡
医
師
会
は
「
高
齢
過
疎
地

の
地
域
医
療
」
と
い
う
今
日
的
問
題
よ
り
出
発
し
て
、
「
医
療
の
在

り
方
」
「
医
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
「
山
県
郡
医
師

会
史
」
の
編
纂
を
六
十
一
年
四
月
決
議
し
、
六
月
小
委
員
会
を
発
足

さ
せ
、
八
月
調
査
に
入
っ
た
。

当
郡
の
医
人
研
究
は
、
呉
秀
三
、
富
士
川
勝
先
生
等
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
、
郷
土
史
家
名
田
富
太
郎
先
生
も
郷
土
史
の
一
環
と
し
て
さ

れ
て
い
る
。
更
に
昭
和
三
十
年
よ
り
町
村
合
併
を
契
機
と
し
て
、
新

修
広
島
県
史
、
各
町
村
史
の
編
纂
が
な
さ
れ
、
一
部
の
町
村
は
現
在

調
査
編
纂
中
で
あ
る
。
し
か
し
医
学
医
療
に
関
し
て
は
、
断
片
的
な

も
の
又
は
偉
人
顕
彰
の
記
述
の
承
で
、
医
学
医
療
の
流
れ
に
つ
い
て

『
回
生
録
』

ｌ
近
世
末
期
の
あ
る
医
師
の
診
療
録
Ｉ

末
田
尚
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